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   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
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   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月1日(2011.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロジェクタをカメラに関連付ける較正情報で定義される異なるデータ間の相互関係を
物理的メモリ内で配列する方法であって、
　（ａ）プロジェクタのピクセルバッファ、カメラピクセルの座標バッファ、およびカメ
ラピクセルのＲＧＢバッファを定義するステップと、
　（ｂ）前記プロジェクタの各プロジェクタピクセルについて前記較正情報に従い、前記
プロジェクタピクセルに対し較正関係を有するカメラピクセルを関連カメラピクセルグル
ープに収集するステップと、
　（ｃ）前記カメラピクセルの座標バッファ内で、前記カメラ内の各カメラピクセルのＸ
－Ｙ座標位置情報セットを維持することで、前記Ｘ－Ｙ座標位置情報セットは前記関連カ
メラピクセルグループに対応する座標グループに配列され、各前記座標グループ内におけ
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るＸ－Ｙ座標位置情報セットは前記カメラピクセルの座標バッファ内で連続的に配列され
るステップと、
　（ｄ）前記カメラピクセルのＲＧＢバッファ内で、前記較正情報で判定される各カメラ
ピクセルの較正ＲＧＢ値を維持することで、前記較正ＲＧＢ値は前記関連カメラピクセル
グループに対応するＲＧＢグループに配列され、各ＲＧＢグループ内における較正ＲＧＢ
値セットは前記カメラピクセルの座標バッファ内におけるＸ－Ｙ座標位置情報のセットの
配列を映すような形で前記カメラピクセルＲＧＢバッファ内において連続的に配列される
ステップと、
　（ｅ）前記プロジェクタピクセルのバッファ内で、前記プロジェクタのプロジェクタピ
クセル毎に別個のプロジェクタのピクセルデータセットを定義することで、前記プロジェ
クタのピクセルデータセットは各プロジェクタのピクセルデータセットと前記プロジェク
タからそれに相関するプロジェクタピクセルとの間で識別可能な１対１の相関を維持する
ように前記プロジェクタ内のプロジェクタピクセル配列に相関する形で配列されるステッ
プと、を有し、
　前記ステップ（ｅ）において、前記プロジェクタのピクセルデータセットは前記ステッ
プ（ｂ）で定義された対応する前記関連カメラピクセルグループ内のカメラピクセル数を
示す関連カメラピクセル総数を含み、前記プロジェクタのピクセルデータセットはさらに
対応する関連カメラピクセルグループ内の第１カメラピクセルの、前記カメラピクセルの
座標バッファ内における格納位置を特定する位置インジケータを含むことを特徴とする異
なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列する方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ｅ）において、前記プロジェクタのピクセルデータセットは、前記プロ
ジェクタ内におけるプロジェクタピクセルの連鎖配列に相関した連鎖の形で配列されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の異なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列する
方法。
【請求項３】
　特定のプロジェクタピクセルに関連する任意のカメラピクセルのＸ－Ｙ座標位置情報セ
ットは、前記特定のプロジェクタピクセルに対応する関連カメラピクセルグループから望
まれるカメラピクセルを選択するステップと、
　前記プロジェクタピクセルのバッファ内で前記特定のプロジェクタピクセルに相関する
プロジェクタのピクセルデータセットを特定するステップと、
　前記特定されたプロジェクタのピクセルデータセット内の位置インジケータをアクセス
するステップと、
　望まれるカメラピクセルの関連カメラピクセルグループ内における連鎖位置の場所で判
定されたオフセット分だけ前記アクセスされた位置インジケータを増分することにより目
標アドレスを生成するステップと、
　前記目標アドレスにおけるカメラピクセルの座標バッファ内に格納されるＸ－Ｙ座標位
置情報セットにアクセスするステップとにより得られることを特徴とする請求項１に記載
の異なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列する方法。
【請求項４】
　前記望まれるカメラピクセルの較正ＲＧＢ値は、前記目標アドレスにおける前記カメラ
ピクセルのＲＧＢバッファ内に格納される較正ＲＧＢ値をアクセスすることにより得られ
ることを特徴とする請求項３に記載の異なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列
する方法。
【請求項５】
　前記カメラピクセルの座標バッファにおけるアドレス増分はＸ－Ｙ座標位置情報セット
により決定され、
　前記カメラピクセルのＲＧＢバッファにおけるアドレス増分は較正ＲＧＢ値により決定
され、
　前記各カメラピクセルの較正ＲＧＢ値のメモリ格納は各Ｘ－Ｙ座標位置情報セットとは
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異なったバイト数を必要とすることを特徴とする請求項１に記載の異なるデータ間の相互
関係を物理的メモリ内で配列する方法。
【請求項６】
　複数の量子化数値レベルを定義するステップと、
　前記関連カメラピクセルグループ各々内のカメラピクセル数に従い前記関連カメラピク
セルグループを対応量子化数値レベルに収集するステップとをさらに有することを特徴と
する請求項１に記載の異なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列する方法。
【請求項７】
　個別の量子化数値レベル内における関連カメラピクセルグループの収集をマルチコア処
理システムの異なった処理コアに対し使用可能にするステップをさらに有することを特徴
とする請求項６に記載の異なるデータ間の相互関係を物理的メモリ内で配列する方法。
【請求項８】
　前記複数の量子化数値レベルを定義する前に、前記関連カメラピクセルグループの最小
および最大のものを特定することによって最小から最大までの幅を定義するステップと、
前記量子化数値レベルを前記最小から最大までの幅の範囲内になるよう定義するステップ
とをさらに有することを特徴とする請求項６に記載の異なるデータ間の相互関係を物理的
メモリ内で配列する方法。
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